
緑地における⽣物多様性保全への配慮から、
まちづくり全体へのSDGsの貢献へ
（ABINC ADVANCEの紹介）

⼀般社団法⼈ いきもの共⽣事業推進協議会
企画部会 浦瀬 勇真
（⼤⽇本コンサルタント株式会社）



2ABINCについて



3ABINCの概要



4認証事業について



5認証事業について

複数街区対象（新シリーズ）

ABINC ADVANCE
Ver.1（2018〜）

都市・SC版（2013〜）

⼯場版（2014〜）

集合住宅版（2014〜）

⼾建住宅団地版（2017〜）

物流倉庫版（2017〜）

⾃治体スケールなどの拡張版
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7認証のメリット



8ABINC ADVANCEの開発の背景

持続可能な開発⽬標（SDGs）の採択と⺠間セクターへの期待、
ESG投資の拡⼤、グリーンインフラの効果など、世界のトレンドを踏ま
えた新たな認証制度の必要性

ポスト愛知⽬標を⾒据え、東京オリパラの開催国である⽇本から世
界に発信することの重要性や期待の⾼まり

広い視野で統合的な課題
解決を⽬指すSDGsの理念
にも合致する、持続可能な
「まちづくり」への貢献を評価
するツールとして開発に着⼿

LEEDやSITESなど欧⽶主
体の認証制度との親和性に
も考慮 SDGsのwedding cake



9ABINC ADVANCEの特徴

⼀般的な外構設計にありがちな「⾒た⽬の良さ」だけでなく、地域の
サスティナビリティの根幹となる⾃然資本としての「質」のあるべき姿を
追求

これらを適切に評価するため「持続可能なまちづくり」に対する評価と
「⽣物多様性保全に貢献する取り組み」の内容をそれぞれ点数化し、
それらを掛け合わせることで評価点を算出

持続可能なまちづくりは、⽣物多様性の保全に関する取り組みを通
じて地域課題の解決に資するかどうかを定性的に評価

⽣物多様性保全に貢献する取り組みについては、点（植栽する樹
種）から⾯（⾯積的な広がり）、空間（緑地の階層構造）を経
て、時間軸（適切な維持管理）をも考慮



10ABINC ADVANCE（Ver.1）の評価項⽬

事業コンセプトと緑地計
画の⼀貫性

対象街区での⽣物多様
性保全の取り組み 地域課題への貢献

⼟地利⽤への配慮 申請街区内での環境認
証の取得状況

地域に根ざした植
⽣の創出

環境アセスや協⼒体制

⽣物多様性に貢
献する⾯積の⼤
きさ

まとまりのある緑
地づくり

周辺環境との調
和

維持管理体
制の構築

緑地管理規
定の策定

ボーナスポイント その他の⽣物多様性保全に貢献する取り組み

サステナビリティ
（SDGs）

⼟地利⽤の検討

環境づくり

維持管理と活⽤

⽴体的な緑の量
動物の⽣息場所
や移動経路への
配慮

植⽣を⽀える⼟
壌の厚み

質の⾼い屋上や
壁⾯緑化

モニタリング
調査 緑地の活⽤モニタリング

結果の活⽤

論述
⽅式

加算
⽅式

最終
評価点※

ABINC ADVANCEのみの評価項⽬

※最終評価点＝√第Ⅰ章の点数 × 第Ⅱ〜Ⅴ章の合計点

第Ⅰ章

第Ⅱ章

第Ⅲ章

第Ⅳ章

第Ⅴ章



11ABINC ADVANCE認証施設

名称 晴海五丁⽬⻄地区市街地再開発事
業（HARUMI FLAG)

申請者
三井不動産レジデンシャル、NTT都市開発、⽇鉄興
和不動産、住友商事、住友不動産、⼤和ハウス⼯
業、東急不動産、東京建物、野村不動産、三菱地
所レジデンス、三井不動産、東京都

住所 東京都中央区晴海五丁⽬501番他
HARUMI FLAGは13.3haの広⼤な⼟地に、分
譲・賃貸・商業施設を含めた24棟を建築し、
5,632⼾の住宅・保育施設・介護住宅なども整備
し、⼈⼝12,000⼈となる街づくり計画です。海と緑
の共⽣、⽣物多様性に配慮した環境創造型プロ
ジェクトとして新たな東京の顔となる未来に誇れる街
を⽬指します。

名称 あさかリードタウン

申請者 積⽔化学⼯業株式会社、東京セキスイハイム
株式会社

住所 埼⽟県朝霞市根岸台三丁⽬
本事業は朝霞市のご協⼒のもと積⽔化学グループ
の総合⼒を結集したまちづくりである。⽣物多様性
の保全に貢献する緑地づくりを⾏い、緑地を触媒と
した地域コミュニティ醸成を図り、スマートシティの技
術を通じた地域のレジリエンス強化や地域経済活
性化等、経済・社会・環境の統合的課題解決に資
する⽣物多様性の保全を⾏うことを⽬的としていま
す。



12HARUMI FLAG
①周辺地域＋街区内での

⽣態系ネットワークの創出
 計画地が周辺に点在する緑地の

中間に位置することを踏まえ、周辺
地域の⽣物の有機的なネットワーク
の構築に資する重要な結節点とし
ての緑・⽔辺を創出していること

②海に浮かぶ緑の環境都市
 海から都⼼へ導く「⾵の道」を保全

し、緑に包まれた四季を彩る多様
な景観変化が感じられ、⽣物多様
性や地域植⽣にも配慮することを
念頭に置いた植栽計画であること



13HARUMI FLAG
③魅⼒的な緑の都市空間創出
 ⾃然を通じた出会い、憩い、交流、

賑わいの機会を⽣む緑・⽔辺空間
を創出していること（住む⼈がいき
いきと暮らせる街を⽬指し、⼈々に
親しまれ、利⽤される緑・⽔辺を創
出していること）

④多主体連携による緑の保全
 グリーンインフラの考えを踏まえ緑や

⽣態系が持つ様々なサービスを最
⼤限に発揮させ、かつ、持続的に
利⽤するため、複数の事業者に渡
る多様な主体の連携により緑地計
画の策定・維持管理を⾏っているこ
と



14あさかリードタウン
①まちづくりを通じた課題解決
 地域課題を踏まえ、SDGs への取

組の⼀環として、⽣物多様性保全
を通じた地域課題の解決に貢献す
るハード⾯・ソフト⾯の様々な仕掛
けが計画されていること

②事業者による⾼い取組意欲
 先⾏分譲した集合住宅での単体

での認証取得に加え、計画初期段
階からの⾏政・NGOなど様々なステ
ークホルダーとの協働や、計画段階
認証以降に商業街区・福祉施設
も申請範囲に含めたこと



15あさかリードタウン
③GISを⽤いた

⽣態系ネットワークの解析
 誘致⽬標種のエコロジカルネットワ

ーク解析から、計画地の取組が地
域の⽣態系ネットワークを補完する
と分析し、さらに計画地内の公園・
街路・居住地外構がネットワークで
繋がるよう検討していること

④⾃然資本の積極的活⽤
 計画地に隣接する⿊⽬川の河川

敷を含めた整備と維持管理への主
体的な関わりや、⽔辺の環境を活
かしたレインガーデンの整備など、⾃
然資本を積極的に活⽤した計画で
あること

整備前後におけるシジュウカラの
⽣息可能範囲の変化状況



16重要課題への対応と今後に向けて

ABINC ADVANCEは、⾃然資本（⽣物多様性）の価値を定量
的に評価し、将来にわたって維持していくことを⾼いハードルで要求

これまでの「開発／建設」がゴールでは無く、適切な維持管理によっ
て成⻑し続ける「まち」への期待は、今後ますます⾼まっていく

環境アセスメントの切り⼝で考えると、保全対策（最⼩化や代償）
としての位置づけから、積極的な環境改善、すなわち開発事業その
ものの価値を向上するための取組へと変化していくと想定され、ポジ
ティブ・インパクトを評価できる⼿法や認証制度が必要となる

効果の検証と透明性の拡⼤、GI評価⼿法の検討、⾃然との適切
な距離、都市における価値（環境性→健康・快適・安全）など･･･




